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【質問１回目】 

○野原修議員 千里丘公民館改修について。 

 千里丘公民館の大規模改修を求める地元要

望書について。 

 今年２月に千里丘公民館、地元自治会より

大規模改修を求める要望書が提出されたと聞

いています。また、当初予算において、市立

千里丘公民館の耐震補強工事実施設計委託料

が計上されていますが、要望書を受けた上で

の対応及び耐震補強工事の今後の予定につい

て聞かせてください。 

【質問１回目への答弁】 

○宮部生涯学習部長 千里丘公民館の大規模

改修を求める地元要望書についてのご質問に

お答えいたします。 

 東北大震災以降、公共施設の耐震化につき

ましては、避難所として指定している施設を

最優先に耐震診断することとし、千里丘公民

館につきましても平成２４年度に耐震診断を

実施いたしましたところ、２階部分におきま

してＩｓ値が０．４７と耐震性が不足する結

果が出てまいりました。本市といたしまして

は、千里丘地域の主要な避難所として、また、

地域の学習拠点として千里丘公民館の耐震補

強は最優先の課題であると考え、平成２６年

度に耐震補強工事を実施するため、今年度当

初予算に耐震補強工事の実施設計を計上いた

しました。その後、本年２月に千里丘地区の

６自治会会長の連名にて千里丘公民館のバリ

アフリー化等の大規模改修を求める要望書を

いただいたところでございます。 

 本市といたしましては、さきに申し上げま

したとおり、千里丘公民館の耐震補強は最優

先課題であると考えており、今後地元の皆様

方に耐震補強工事の概要、スケジュール等を

ご説明いたします中で、ご要望の件につきま

してもお聞きしてまいりたいと考えておりま

す。 

【質問２回目】 

○野原修議員 千里丘公民館改修について、

市が予定している耐震補強工事の具体的な内

容はどのようなものか、また、千里丘公民館

については千里丘地区唯一の社会教育施設で

あり、過去さまざまな要望が出されておりま

すが、市が考えている千里丘公民館の現状に

ついての問題点と将来的な展開について聞か

せてください。 

【質問２回目への答弁】 

○宮部生涯学習部長 千里丘公民館の改修に

ついて、２回目のご質問にお答えいたします。 

 千里丘公民館は築後３９年を経過し、市内

で２番目に古い公民館となっております。今

回の耐震診断では、１階は耐力が高く耐震性

は確保されておりますが、２階に関しまして

は耐震性が不足しているという診断結果が出

ております。２階部分の耐震補強工事を実施

し、施設を利用してまいりたいと考えており

ます。 

 しかし、今後の利用を考えた場合に、ご要

望のとおり、施設が手狭であり、またエレベ

ーターがないため、高齢者等足の不自由な方

の利用が難しい状況にあり、エレベーターの

設置等のバリアフリー化など地域の学習拠点

としてふさわしい、時代にマッチした施設へ

の改修の必要性は十分認識しております。 

 地元からの要望につきましては、実施規模

も大きく、財政的負担が大きくなることから、

地元の方々と協議する中でご意見をお聞きし、

改修計画について再度市全体の中で検討して

まいります。 

【質問３回目】 

○野原修議員 市民活動支援、行政にとって
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も財源が課題であると察しますが、例えば、

千葉県市川市が平成１７年度からこのように

始められておられます個人市民税の１％を自

分が選んだ団体に、事業に交付できる１％支

援制度があります。市内で公共性、公益性の

高い活動や地域貢献の活動を行っている市民

活動団体の事業に対し、市民が支援したい団

体の事業を選び、個人市民税の１％相当額を

補助金として交付されています。 

 また、愛知県一宮市では、一宮市民が選ぶ

市民活動支援制度というような形で、毎年９

月に個人市民税の税額の１％相当額を１８歳

以上の市民総数で割って、市民１人当たりの

支援額を決められて補助されています。市民

活動団体に支援金を交付することにより、財

政面、財政的な支援の拡充を図るとともに、

市民が直接意思表明することで市民活動への

理解や関心を高め、より多くの市民参加とよ

り積極的かつ継続的な市民活動を促進するこ

とを目的としています。 

 各団体においては、自立した活動を目指し

努力を常に行っておりますが、市全体として

協働事業全体を支える財源確保の枠組みが必

要ではないでしょうか。市民が応援したい活

動に使えるという点で協働を一層盛り上げる

制度を参考にされ、協働事業を着実に進めて

いただきますよう要望しておきます。 


